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科⽬の⽬標 
⾝近な⽣命現象から最先端の⽣命科学までを対象に、「なぜそうなるのか」という論理的メカニズムを深く追求し、⽣物学的な
原理・原則に基づいて事象を多⾓的に捉える⼒を養う。グループワークでの対話や多様なアウトプットを通じて知識の定着を
図るとともに、科学的エビデンスに基づく探究的な思考⼒を磨く。これにより、共通テストや⼀般⼊試に対応する⾼度な分析
⼒と、総合型選抜等で求められる主体的な考察⼒を共に⾼め、⽣物に対する知的好奇⼼を進路実現へと繋げることを⽬指す。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
⾃然現象、⽣命現象について、基本
的な知識を⾝に付けている。基本的
な実験・観察の技能を⾝に着けてい
る。 

⾃然現象、⽣命現象について、科学
的な⾒⽅、考え⽅でとらえ、問題を
⾒いだせる。⾃然現象、⽣命現象に
ついて考察し、的確に表現できる。 

⾃然現象、⽣命現象について、関⼼
をもち、意欲的にそれらを考察する
⼒、科学的態度を⾝に付けている。 

評価の⽅法 
パフォーマンス課題、⼩テスト、リ
フレクション、実験レポート、定期
考査、単元テスト 

パフォーマンス課題、グループ課
題、リフレクション、実験レポート、
定期考査、単元テスト 

パフォーマンス課題、グループ課
題、リフレクション、実験レポート 

 
年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価⽅法 

１
 

学
 

期 

⽣命の起源と進化の歴史 3 ・定期考査 

・単元テスト⼩テスト 

・授業プリント 

・実験のレポート 

・リフレクション 

・パフォーマンス課題 

 など 

進化の仕組み 3 
適応と共進化 2 
種の分化と隔離 3 
⽣物の系統と分類 3 
分⼦系統樹の作成 2 

２
 

学
 

期 

⽣体物質とタンパク質 4 
酵素の性質と反応 4 
代謝の全体像と ATP 2 
呼吸(1)：解糖系・クエン酸回路 4 
呼吸(2)：電⼦伝達系・ATP合成 4 
様々な呼吸と発酵 3 
呼吸商とエネルギー計算 3 

３
 

学
 

期 

光合成(1)：光化学反応 3 
光合成(2)：カルビン回路 3 
C4植物と CAM植物 3 
窒素代謝と 1年間の総括 3 

 


